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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年７月２５日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２４年１１月２６日 １７時００分ごろ 

発生場所 北海道松前町弁天島南方沖 

 松前町所在の松前灯台から真方位１９８°３００ｍ付近 

 （概位 北緯４１°２５.０′ 東経１４０°０５.３′） 

事故調査の経過  平成２４年１１月２７日、本事故の調査を担当する主管調査官（函

館事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第一金
きん

英
えい

丸、１４トン 

 ＨＫ２－２２５０１（漁船登録番号）、個人所有 

 １７.２０ｍ（Lr）×４.５６ｍ×１.１４ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数１６０、平成１３年２月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６３歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録 日 昭和５１年１１月１９日 

  免許証交付日 平成２３年９月１３日 

         （平成２８年９月２１日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 全損（沈没） 

 事故の経過  本船は、船長ほか１人が乗り組み、ドック回航のため、船首約１.

２ｍ、船尾約１.２ｍの喫水により、北海道函館市函館港へ向けて航

行中、荒天避難のために松前町松前港に寄港することとした。 

 船長は、平成２４年１１月２６日１６時００分ごろから単独で操船

に当たり、弁天島西南西方沖を左舷船首方に松前灯台の灯光を見なが

ら、松前港港口に向け、約１２ノットの対地速力とし、手動操舵で東

進中、１７時００分ごろ、本船は、弁天島南方沖の岩礁に乗り揚げ

た。 

 船長は、船体に衝撃を感じて乗り揚げたことを知り、関係先に携帯

電話で連絡したのち、来援した松前さくら漁業協同組合所属船に乗組

員と共に移乗した。本船は、風浪によって乗揚げ場所で沈没した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 雨、風向 南南西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ 
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 日没時刻：１６時１３分ごろ 

 その他の事項 

 

 船長は、過去約２０回、松前港入港の経験があったので、弁天島南

方沖の浅所の存在を知っており、弁天島から距岸約０.５～０.６海里

を保って航行しているつもりであった。 

 船長は、松前港に接近してからレーダー及びＧＰＳプロッターを使

用せず、松前灯台や松前港外防波堤灯台の灯光を見ながら航行してい

た。 

 海図Ｗ２２によれば、本事故発生場所付近の水深は、２ｍ以下であ

る。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、弁天島西南西方沖を東進中、船長が、灯台の灯光を見て航

行し、レーダー及びＧＰＳプロッターで船位の確認を行っていなかっ

たことから、弁天島南方の岩礁に向かう進路となっており、同岩礁に

乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、弁天島西南西方沖を東進中、船長がレー

ダー及びＧＰＳプロッターで船位の確認を行っていなかったため、弁

天島南方の岩礁に向かう進路となっており、同岩礁に乗り揚げたこと

により発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・夜間、沿岸を航行中は、航海計器を使用して船位の確認に努める

こと。 

 

 

 


